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成
人
の
日

～
二
十
歳
お
め
で
と
う
～

一
月
十
五
日
は
「
成
人
の
臼
」
～
今

年
全
国
で
二
十
歳
を
迎
え
る
新
成
人
は

百
五
十
九
万
人
。
町
内
で
は
、
男
二
百

五
十
五
人
、
女
二
百
十
七
人
、
計
四
百

七
十
二
人
が
新
し
く
成
人
の
仲
聞
入
を

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
水
巻
町
で
も
、
新
成
人
を

祝
う
式
典
が
町
民
会
館
で
、
二
百
二
十

名
の
新
成
人
を
迎
え
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。会

場
は
、
着
飾
っ
た
女
性
の
華
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
な
か
、
伊
藤
町

長
を
は
じ
め
各
来
賓
か
ら
「
こ
の
八
十

年
代
は
難
し
い
問
題
が
山
積
守
れ
、
若

い
み
な
さ
ん
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
が
大

で
あ
り
ま
す
…
」
と
お
祝
や
激
励
の
こ

と
ば
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

新
成
人
を
代
表
し
て
（
写
真
）
、
坂
井

浩
之
さ
ん
（
猪
熊
）
が
「
み
な
さ
ん
の

御
期
待
に
こ
た
え
る
よ
う
、
成
人
の
自

覚
と
責
任
を
も
っ
て
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
力
強
く
こ
た
え
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
橋
田
義
雄
先
生
の
「
翔

べ
若
者
よ
、
未
米
へ
む
か
っ
て
」
の
記

念
講
演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

町の人　口

12月末現在

人　口　　　　26，646

男　　　　　12，977

女　　　　13，669

世帯数　　　　8，184

町の面積　　10．82短2

4ページに「成人と法律」を掲載していますので、参考にして大きい
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（性質分類）

冊醐Ⅲ…

昭
和
五
十
三
年
度
の
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
決
算
が
昨
年
の
十
二
月
の

定
例
議
会
で
認
定
を
‥
受
け
ま
し
た
の

で
、
報
告
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
度
も
前
年
に
引
き
続

き
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
な
か
で
、
改

良
住
宅
の
事
業
な
ど
継
続
事
業
を
中
心

に
効
率
的
行
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

し
か
し
、
自
主
財
源
に
乏
し
い
当
町

に
お
い
て
は
、
今
後
起
債
の
償
還
に
よ

っ
て
、
益
々
財
政
事
情
は
逼
迫
し
、
当

分
の
間
は
、
財
政
主
導
型
の
町
政
を
行

な
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

今
後
と
も
、
町
と
し
て
は
、
歳
入
の

見
直
し
、
経
費
の
節
減
な
ど
、
よ
り
効

果
的
財
政
計
画
を
建
て
て
予
算
執
行
に

あ
た
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一般会計決算概況
歳　　　　　　　　　　 出

科　　　 目 決算輝（万円） 構 成．比（％）

務
的
及
び
絶
勝
的
経
貨

入　　 線　　 賀 8億4，527 15．4

物　　　 件　　　 費 2膿5．340 4．6

推　 持　 補　 修　 贅 4，681 0．8

扶　　　 助　　　 費 2億4、604 4．5

補　　　 助　　　 資 4億6，368 8．4

小　　　　　　　 言十 18億5，520 33．7

投
資

的
経

費

普 通 建設事業 賓 22億9，343 41．7

災宮 復旧　 ク 4億3，456 7．9

失 業 対策　 Ｆ．ヶ 1億8，167 3．3

小　　　　　　　 計 29億　 966 52．9

そ

の

他

の

経

費

公　　　 債　　　 費 6億4，385 11，7

横　　　 立　　　 会 2，200 0．4

投 資及 び出資金 9

繰　　　 出　　　 金 422 0．1

前年度繰上充用金 6，420 1．2

小　　　　　　　 計 7億3，436 13．4

合　　　　　　 計 54億9，922 100．0

苦
し
い
財
政
情
況
に

一
般
会
計
に
お
け
る
予
算
は
、
五
十

五
億
四
千
九
百
五
十
四
万
円
（
対
前
年

比
〓
％
増
）
で
、
主
に
改
良
住
宅
な
ど

継
続
事
業
を
中
心
に
予
算
執
行
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

決
算
で
は
、
歳
入
が
五
十
五
億
千
五

百
四
十
七
万
円
（
㍑
％
増
）
、
歳
出
が

五
十
四
億
九
千
九
百
二
十
二
万
円
（
1
8

％
増
）
と
な
り
、
歳
入
歳
出
収
支
で
は

千
六
百
二
十
五
万
円
の
異
字
と
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
自
主
財
源
の
な
か
に
は
、

財
産
収
入
（
町
有
地
売
却
）
分
が
二
億

三
百
十
二
万
円
含
ま
れ
、
窯
字
の
中
味

は
苦
し
い
内
容
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
、

町民1人に
使われた
予　　　算

211，248円

歳　　　　　　　　　　 入

自

主

財

源

科　　　 目 決 算 醸 （万円 ） 摘 成 此 （％ ）

町　　　　　　　 税 7億 5 ，6 74 13 ．7

分 担 金 及 び 負 担 金 2 ，7 46 0 ．5

使 用 料 及 び 手 数 料 1億 7 ，0 40 3 ．1

財　 産　 収　 入 2億　 3 12 3 ．7

繰　　 越　　　 金 1 ，1 15 0 ．2

緒　　　 収　　　 入 8 億　 5 52 14 ．6

小　　　　　　　 計 1 9膿 7 ，4 39 35 ．8

依

在

財

源

地　 方　 譲　 与　 税 2 ，8 77 0 ．5

自 動 車 収 得 交 付 金 3 ，1 54 0 ．6

地　 方　 交　 付　 税 1 1億 1 ，6 73 2 0 ．2

交 通 安 全 対 策 交 付 金 50 3 0 ．1

国　 庫　 支　 出　 金 14 億 2 ，5 73 2 5 ．9

県　 ．支　 出　 金 2 億　 89 8 3 ．8

町　　　　　　　 債 7 膿 2 ，43 0 1 3 ．ユ

小　　　　　　　 計 35 億 4 ，10 8 6 4 ．2

合　　　　　　 計　　 55 億 1 ．54 7 10 0 ，0

9，419万円1．8％

21億2，995万円

38．7％

土木管理費
5．433万円

道路橋梁貨
2億9，354万円

河　川　史
1億1，946万円

都市計画費
1，167万円

住　宅　費
16億5，095万円

町民1人が
負担した
町　　　税

29，069円

歳出総額

54億9，922万円

（
依
在
1
依
存
〕

（．歎別分類）

議会費9．565万円1．7％
1億1，260万円

2．0％

1億2，320万円

災害復旧費

4億3，447万円
ヽ7．9％ヽ

「
工
藤
ト

翳

由
潮
岬
箪
・
．
隼
田

差別を　な　く　し　て明　る　い町づ　く　り　を
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54．4．1現在

の　財　産

地　　560，522捕

物　　144，500汀ｆ

輌　　　　　22台

資　金　　　　976万円

立　会　　　2，536万円

金　1億4，488万円

土
　
建
　
車
　
山
　
積
　
Ｈ
基

讃

特
別
会
計
決
算
概
況

高
負
担
な
し
で
黒
字
を

本
決
算
は
、
上
記
表
の
よ
う
に
、
歳

入
歳
出
残
高
四
千
三
百
七
十
八
万
円
と

黒
字
と
な
り
、
こ
れ
で
三
年
連
続
黒
字

決
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
給
水
使
用
料
、
口
繹
別
納

付
金
の
高
負
担
及
び
企
業
努
力
の
成
果

に
は
か
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
、
年
度

末
現
在
、
七
千
四
百
八
十
三
万
円
の
累

積
剰
余
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
企
業
債
未
償
還
残

高
二
億
千
二
百
八
万
円
あ
り
、
ま
た
将

来
高
負
担
が
大
き
く
は
見
込
ま
れ
な
い

し
、
原
水
の
値
上
、
当
年
度
の
よ
う
な

渇
水
時
の
給
水
制
限
、
河
口
堰
完
成
後

の
第
三
次
拡
張
工
事
な
ど
を
考
え
る
と

楽
観
を
許
さ
れ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す

今
後
と
も
、
漏
水
防
止
、
有
収
率
の

向
上
な
ど
企
業
努
力
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

給　水　件　数

年間配水去　2，331，772ｎ了

問　市　　534，751汀ｆ

九　州　市　1，797，021汀Ｐ
主・

有　収　水　量　1，923，822ｎ了

有効有収率　　　　　87％

当
年
度
も
被
害
は
皆
無

本
会
計
の
決
算
は
、
予
算
現
額
六
百

四
十
二
万
円
で
、
こ
れ
に
対
し
、
歳
入

五
百
五
十
二
万
円
、
歳
出
四
百
三
十
万

円
で
歳
入
歳
出
差
引
残
高
百
二
十
二
万

円
は
、
基
金
に
五
十
五
万
円
繰
入
れ
、

残
額
六
十
七
万
円
を
翌
年
度
に
繰
越
し

て
い
ま
す
。

今
後
と
も
受
診
料

を
さ
げ
る
対
策
を

本
会
計
の
決
算
状
況
は
、
予
算
現
額

五
億
三
百
九
十
四
万
円
に
対
し
、
歳
入

が
九
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
収
入
済
、
歳

出
が
九
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
執
行
で
、

歳
入
歳
出
差
引
残
額
、
二
千
八
百
六
十

五
万
円
と
な
り
、
二
千
八
百
万
円
を
基

金
に
繰
入
れ
、
残
額
六
十
五
万
円
を
翌

年
度
に
繰
越
し
て
い
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
保
険
給
付
費
で

総
額
九
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま

す
。
表
の
よ
う
に
、
受
診
率
は
下
っ
た

も
の
の
、
医
療
費
の
高
謄
な
ど
で
、
保

険
給
付
費
は
昨
年
よ
り
二
十
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
と
し
て
は
町
民
の
健

康
づ
く
り
、
保
健
活
動
（
予
防
）
に
協

力
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
も

積
極
的
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ

の
こ
と
が
ひ
い
て
は
、
み
な
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
、
国
保
税
の
負
担
を
軽
く
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

過去　3　カ年の比較

年度

Ｌ区 分
5 1 52

Ｌ
5 3

世 帯 数 （戸 ）ィ 2，45 5 2 ，6 05 2 ，6 58

被保険者敦（人） 6，55 5 6 ，7 5 1 7 ，1 50

一世帯当り

保　 税　 税（円）
4 6 ，32 2 54 ，9 63 72 ，ユ8 3

保険給付費1
（万円）

2億 8，912 3億 6 ，6 45 4 億 3 ，70 5

受 診 率 （％） 55 2 5 80 55 6 一
ｌ

事
業
者
負
担
で

収
支
均
衡
に

本
会
計
の
決
算
は
、
予
算
現
額
二
千

三
百
四
十
二
万
円
で
、
こ
れ
に
対
し
、

歳
入
二
千
三
百
五
十
七
万
円
、
歳
出
千

九
百
三
十
五
万
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引

残
額
四
百
二
十
二
万
円
は
翌
年
度
に
繰

越
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
歳

入
の
内
訳
は
個
人
負
担
使
用
料
収
入
九

百
六
十
九
万
円
で
あ
り
、
不
足
額
は
日

本
住
宅
公
団
、
水
巻
町
で
負
担
し
た
た

め
の
黒
字
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
委
託
料
八
百

七
十
六
万
円
、
需
要
費
五
百
七
十
三
万

円
で
全
体
の
七
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
て
い
ま
す
。

タ
バ
コ
は

町
内
で
お
求
め
を

二
〇
本
人
タ
バ
コ
一
箱
で

二
四
円
が
町
の
収
入
に

広報に掲載した写真（白黒）はいつでもさしあげます一役場企画係まで
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成人と法律
未
成
年
者
は
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
の
で
、

保
護
の
た
め
に
法
律
上
特

別
の
扱
い
を
受
け
て
い
ま

す
。し

か
し
、
成
人
に
な
る

と
、
特
別
の
扱
い
は
一
切

し
な
く
な
っ
て
、
一
人
前

の
大
人
と
し
て
扱
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
成
人
し
た
こ
と

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
遠

い
が
で
る
の
か
、
民
事
上

の
問
題
に
限
っ
て
、
そ
の

い
く
つ
か
を
紹
介
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

う
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
ど

う
対
処
す
る
か
は
、
成
人
し
た
以
上
、

す
べ
て
本
人
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

財　産

と取引

八
塚

男
子
は
十
八
歳
、
女
子
は
十
六
歳
に

な
れ
ば
婚
姻
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が

未
成
年
の
う
ち
は
、
父
母
の
同
意
が
必

要
で
す
。
こ
れ
は
、
判
断
能
力
が
ま
だ

十
分
で
な
い
未
成
年
者
が
、
軽
卒
な
婚

姻
を
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
で
す
。

成
人
に
な
る
と
、
父
母
の
同
意
は
い

り
ま
せ
ん
。
二
十
歳
に
な
れ
ば
、
も
う

そ
の
よ
う
な
心
配
は
な
い
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
す
。

互
い
に
扶
養
義
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
学
生
が
、
成
人
後
も
引

き
続
い
て
仕
送
り
な
ど
を
受
け
る
場
合

は
、
法
律
的
に
は
親
権
の
作
用
と
し
て

の
養
育
で
は
な
く
、
親
子
間
の
扶
養
義

務
に
基
づ
く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

未
成
年
者
に
親
が
い
な
い
場
合
な
ど

に
後
見
人
が
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
後
見
人
は
、
親
権
者
に
代
わ
る
役

割
を
し
ま
す
が
、
こ
の
仕
事
も
、
子
が

成
年
に
達
す
る
と
終
了
し
ま
す
。
そ
の

場
合
後
見
人
で
あ
っ
た
人
は
、
管
理
し

て
い
た
子
の
財
産
に
つ
い
て
、
き
ち
ん

と
し
た
計
算
を
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

子
縁
組
を
す
る
例
は
多
く
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
法
律
上
は
、
成
年
に
達
す

れ
ば
、
養
親
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す

未
成
年
者
が
養
親
と
な
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
0

遠賀・中間

地域広域行政

事　務　組　合

集纂員職

▼
職
種
　
栄
養
士
（
遠
賀
静
光
園
）
－

名

未
成
年
者
は
、
・
自
分
の
財
産
が
あ
っ

て
も
、
そ
れ
を
自
分
だ
け
の
意
思
で
自

由
に
処
分
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が

成
人
に
な
る
と
、
ひ
と
り
の
意
思
で
処

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
金
銭
の
借

り
入
れ
な
ど
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
で

す
。こ

れ
は
、
成
年
に
達
す
れ
ば
、
取
引

に
伴
う
利
害
得
失
を
自
分
で
判
断
で
き

る
と
い
う
前
提
に
な
っ
て
い
る
も
の
で

す
。
実
際
の
取
引
は
複
雑
で
利
害
に
つ

い
て
の
判
断
も
、
成
年
に
達
し
た
ば
か

り
の
者
に
は
容
易
で
な
い
場
合
が
あ
り

親権・後見

と　扶養

養子縁組

ｌ
ｔ
√
・
－
一
一
一

▼
受
験
資
格

①
昭
和
3
0
年
3
月
3
1
日
～
昭
和
3
5
年
3

月
3
0
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

㊥
昭
和
5
5
月
4
月
1
日
現
在
で
栄
養
士

の
免
許
を
所
持
し
て
い
る
か
、
所
持

予
定
者

▼
受
付
期
間
　
2
月
4
日
～
2
月
8
日

▼
申
込
先
及
び
申
込
用
紙
請
求

広
域
行
政
事
務
組
合
庶
務
係
（
遠
賀

町
役
場
2
階
〕

く
わ
し
い
こ
と
は
庶
務
係
（
曾
0
9

3

2

9

㊥

3

5

8

1

）

ま

で

＝
窓
口
学
習
＝

住
民
登
録
と
は
、
み
な
さ
ん
の
居
住

関
係
を
公
証
（
証
明
）
す
る
た
め
、
ま

た
選
挙
、
保
険
、
年
金
な
ど
の
事
務
処

理
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

㊥
住
民
票
が
必
要
な
時
は
、
謄
本
か
抄

本
か
使
用
日
的
（
提
出
先
）
は
つ
き

ｈ
ノ
と

。
謄
本
と
は
〝
世
帯
全
員
が
記
載
〟

。
抄
本
と
は
〝
世
帯
の
一
部
が
記
載
〟

㊥
次
の
よ
う
な
時
に
は
必
ず
届
出
を

。
転
入
届
（
1
4
日
以
内
〕
－
新
た
に
水

巻
町
に
住
所
を
定
め
た
場
合
。

。
転
居
届
（
1
4
日
以
内
）
－
町
内
で
住

所
を
変
更
し
た
場
合

。
転
出
届
（
事
前
に
〕
－
水
巻
町
外
に

住
所
を
移
す
場
合

住
民
票
を
請
求
す
る
際
は
世
帯
番
号

を
忘
れ
ず
に
。

前
回
号
5
ペ
ー
ジ
の
国
民
年
金
欄
中

特
例
納
付
の
期
限
が
来
年
6
月
3
0
日
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
6
月

3
0
－
日
ま
で
の
あ
や
ま
り
で
す
の
で
、
訂

正
し
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

未
成
年
者
は
、
親
権
に
服
し
て
い
ま

す
。
親
権
と
は
、
親
が
未
成
熟
の
子
を

養
育
し
、
子
の
財
産
を
管
理
す
る
な
ど

の
関
係
を
い
い
ま
す
。
子
が
成
年
に
達

す
る
と
、
親
権
は
終
了
し
ま
す
。

親
権
が
終
了
し
た
と
い
う
こ
と
は
、

子
が
一
人
前
に
な
つ
た
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
一
人
前
に
な
っ
て
も
、
親
子
は

未
成
年
者
で
も
、
十
五
歳
に
達
す
る

と
、
自
分
の
意
思
で
養
子
と
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可

が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
、
養
子
縁
組
が

養
子
の
福
祉
の
た
め
に
適
当
か
ど
う
か

を
、
裁
判
所
が
判
断
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
養
子
と
な
る
者
を
保
護
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
、
成
人
に
つ

い
て
は
、
本
人
の
判
断
に
ま
か
せ
て
よ

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
家
庭
裁
判
所

の
許
可
は
い
り
ま
せ
ん
。

他
方
、
若
い
人
が
養
親
と
な
っ
て
養

今
年
の
4
月
か
ら

提
出
期
限
が
変
更

国
民
年
金
の
老
齢
年
金
及
び
通
算

老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
万
の
現
況

届
の
提
出
期
限
は
、
こ
れ
ま
で
毎

年
、
2
月
1
5
日
で
し
た
が
、
今
年
の

4
月
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

「
誕
生
月
の
末
日
」
に
変
わ
り
ま

す
。
た
だ
し
、
誕
生
月
が
1
月
か
ら

3
月
の
方
に
つ
い
て
は
今
年
に
限
り

今
ま
で
同
様
2
月
1
5
日
ま
で
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
役
場
年
金
係
ま
で

すで産財ま識知の金年
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税
　
の
　
申
告
は

3

　

月

住
民
税
、
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

該
当
者
は
、
3
月
1
5
日
の
申
告
期
限

ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

㊥
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
し
な
い

人
で
も
、
次
の
か
た
は
住
民
税
、
国
保

税
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
自
営
業
の
か
た
、
㊥
農
業
の
か
た
、

1

5

　

日

　

ま

　

で

⑧
外
交
員
、
ホ
ス
テ
ス
な
ど
自
由
職
業

の
か
た
、

④
家
賃
な
ど
不
動
産
に
よ
り
生
計
さ
れ

て
い
る
か
た
、

⑤
大
工
、
左
官
業
の
か
た
、

⑥
日
雇
な
ど
日
給
者
の
か
た
、

⑦
年
給
、
恩
給
を
受
け
て
い
る
か
た
、

㊥
給
与
所
得
者
の
人
で
住
民
税
を
給
与

か
ら
天
引
き
れ
て
い
な
い
か
た
。

・
2
月
2
0
日
　
二
社
区
、
古
費
区
、
梅

ノ
木
区
、
高
松
区
、
樋
口
、
お
か
の

台
・
2
月
2
1
日
　
梅
ノ
木
団
地
、
猪
熊
、

農
業
所
得
の
あ
る
人

・
2
月
2
5
日
　
立
屋
敷
、
伊
左
座
、
二

・
2
月
2
6
日
　
下
二
、
吉
田
一
・
二
・

三
、
頃
末

・
2
月
2
7
日
　
机
、
古
賀
、
猪
熊

郡
合
同
消
防
出
初
式
で

功
労
者
表
彰

税

の

申

告

相

談

日

町
で
は
、
別
表
の
日
程
で
申
告
と
納

税
相
談
を
行
い
ま
す
。

期
間
　
2
月
1
2
日
～
2
7
日
（
た
だ
し

土
曜
午
後
、
日
曜
除
く
〕

時
間
　
9
時
～
1
6
時

場
所
．
役
場
東
別
館
（
グ
ラ
ン
ド
横
Ｙ

地
区
別
相
談
日

・
2
月
1
2
日
　
野
間
町
住
、
二
町
住
、

下
二
町
住
、
苫
田
団
地

・
2
月
1
3
日
　
イ
ワ
ゼ
町
住
、
垣
添
町

住
、
高
松
団
地

2
月
1
4
日
　
鯉
口
団
地
、
猪
熊
町
住

立
屋
敷
、
伊
左
座
、
み
ず
ほ
団
地
、

サ
ニ
ー
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

2
月
1
5
日
　
二
、
下
二
、
入
江
興
産

一
月
十
三
日
、
岡
垣
中
学
校
で
、
郡

内
消
防
合
同
出
初
式
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
、
消
防

団
員
及
び
消
防
協
力
者
の
表
彰
式
だ
け

と
な
り
ま
し
た
。

水
巻
町
消
防
団
で
は
、
今
年
も
こ
れ

を
契
機
に
、
消
防
活
動
へ
の
意
欲
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

轡

林
住
宅
、
吉
田
一
、
吉
田
二

2
月
1
8
日
　
苫
田
三
、
緑
風
園
、

吉
野
、
松
栄
荘
、
水
巻
苑

2
月
1
9
日
　
頃
末
、
机
、
古
賀
、

生
街
、
高
尾
団
地

・
勤
続
章
　
副
団
長
　
中
原
敏
夫

美
　
福
岡
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

。
金
馬
東
　
水
巻
町
消
防
団

新
。
永
年
勤
続

1
0
年

卑健康だより命

塩分は少なめに

塩
ザ
ケ
一
切
に
何
と
、
4
グ
ラ
ム

も
の
塩
分
が

塩
分
の
と
り
方
と
脳
卒
中
の
発
生

と
は
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
証
拠
に
、
高
血
圧
、
脳
卒
中
の
多

い
地
域
で
は
、
塩
分
の
と
り
過
ぎ
が

目
立
ち
ま
す
。
塩
分
は
、
血
圧
を
上

げ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
の
で
、
高
血

圧
の
人
は
塩
分
を
少
な
く
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

日
本
人
は
、
平
均
一
人
一
日
に
1
5

グ
ラ
ム
位
の
塩
分
を
と
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
で
は
、
高
血
圧
に
な
り
ま

す
。
半
分
ぐ
ら
い
に
減
量
し
ま
し
ょ

’
つ
0

1
5
年

2
5
年

3
0
年

増
田
博
己
　
坂
口
健
治

八
木
隆
一
西
田
修
一

山
本
盛
三
郎
　
鶴
城
繋
美

入
江
雅
人
　
川
島
健
司

永
沢
信
夫

中
原
敏
夫

。
優
良
団
員

有
光
国
憲
、
久
保
田
義
隆
、

阿
古
信
太
郎
、
日
高
定
信
、

。
防
火
消
防
施
設
宣
伝
の
普
及
改
善
功

労
者吉

田
二
区
長
　
副
田
軍
八

町
議
会
議
員
　
梶
原
逸
男

。
表
彰
授
与
者

洋
服
店
経
営
　
日
高
義
人

部
長
　
樋
口
　
弘

第
5
分
団
協
会
長
　
恒
元
一
郎

主
婦
　
出
利
英
美
法
加

小
学
生
　
谷
ケ
久
保
厚
弘

福
岡
県
民
火
災
共
済
組
合
理
事
長
表
彰

分
団
　
第
5
分
団

副
分
団
長
　
武
尾
友
治

消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

山
下
高
史
、
梯
和
利

消
防
団
長
表
彰
及
び
感
謝
状

杉
本
清
隆
　
田
中
噸
一
坂
口
健
治

羽
地
迫
和
夫
　
徳
王
雅
之

徳
王
繁
房
　
浅
沼
政
次
　
山
田
正
幸

尾
田
好
春
　
日
井
秀
雄

山
下
停
（
家
具
店
）

松
本
純
子
（
寿
司
店
）

山
本
傑
（
建
設
業
）

保
育
園
児
募
集

町
で
は
、
昭
和
5
5
年
度
の
町
内
保
育

園
の
入
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

い
ま
す
。
（
く
わ
し
い
こ
と
は
1
月
1
0

日
号
参
考
〕

＠
保
育
園
名
、
所
在
地
、
定
員

町
立
第
1
保
育
園
　
頃
末
　
7
0
名

〃
第
2
保
育
園
　
吉
田
　
周
名

ク
第
3
保
育
園
　
古
賀
　
9
0
名

水
巻
み
な
み
保
育
園
　
二
　
6
0
名

水
巻
北
保
育
園
　
猪
熊
　
9
0
名

㊥
障
害
児
保
育

町
立
保
育
園
で
は
障
害
児
保
育
を
行

っ
て
い
ま
す
。
通
園
可
能
な
子
ど
も

で
入
園
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

㊥
申
込
期
間
　
1
月
2
1
日
～
1
月
3
1
日

申
請
書
交
付
及
び
く
わ
し
い
こ
と
は

役
場
社
会
課
ま
で
。
な
お
、
昨
年
申
込

み
を
さ
れ
て
い
る
か
た
、
引
き
続
き
入

園
を
希
望
さ
れ
る
か
た
も
、
新
た
に
申

請
し
て
下
さ
い
。

農
業
セ
ン
サ
ス
に

ご

協

力

を

二
月
一
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
農
林

業
調
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
の
対
象
者
は
、
農
家
、
林

家
の
か
た
で
、
農
用
地
を
五
ア
ー
ル
　
（

0
・
5
反
）
以
上
、
山
林
、
原
野
を
一
ヘ
ク

タ
ー
ル
　
（
1
町
歩
）
以
上
所
有
の
か
た

に
つ
い
て
調
査
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

町
外
に
所
有
の
か
た
、
会
社
の
所
有
も

含
ま
れ
ま
す
。

当
町
と
し
て
は
、
左
記
の
日
程
に
よ

り
開
き
と
り
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

猪 古
机

嘆 土ロ田
舎
竺 下 伊

左
立
屋

地
区

熊 賀 未 座 敷 名

2
月
6
日

2
月
6
日

ク 一ケ

2
月
5
日

・ケ °

2
月
4
日

月

日

9ご灘 9ご刃丑側 9；∬接側 9瀾 蝕側 9畑 丑側 9；灘 時

間113測11；測16：仰11湖 16畑11：勘16畑 11；測16畑 11：灘

公 農
業

一ケ

公 Ｊ膝
ｌ時

萱

一ケ

公
鳩

民 ・ビ
ン

民 政

．泊

云 民
所

鎗
タ
ｌ 館

様
方

民
館 鰭

風邪に負けるな／　自分のからだは　自分で健康管理
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2
月
の
1
歳
6
か
月
検
診

▼
日
時
　
2
月
4
日
・
1
8
日

受
付
　
1
3
時
～
1
3
時
3
0
分

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館

▼
対
象
　
1
歳
6
か
月
～
1
歳
8
か
月

▼
内
容
　
身
長
・
体
重
測
定
及
び
栄
養

な
ど
に
関
す
る
健
康
相
談

2
月
の
母
子
手
帳
交
付

▼
日
時
　
2
月
4
日
・
1
8
日

必
ず
1
0
時
ま
で
に
本
人
か

▼
場
所
　
役
場
西
別
館

▼
内
容
　
母
子
手
帳
の
使
用
法
、
母
子

保
健
制
度
、
妊
娠
中
の
生
活
指
導
な

ど
▼
持
参
品
　
印
鑑

妊
娠
届
は
早
め
に
保
健
所
に
（
毎
週

水
曜
日
、
1
3
時
か
ら
受
付
）

成
人
病
教
室
の
申
込
み

昭
和
5
5
年
度
、
保
健
対
策
事
業
の
一

貫
と
し
て
、
成
人
病
に
関
す
る
予
防
か

ら
対
策
ま
で
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

調
理
実
習
や
医
師
の
講
演
、
衛
生
教

育
、
看
護
実
習
、
健
康
体
摸
、
健
康
手

帳
配
布
、
血
圧
測
定
な
ど
、
毎
月
一
回

行
い
ま
す
。

継
続
し
て
一
年
間
、
同
じ
方
を
指
導

学
習
し
ま
す
の
で
、
途
中
か
ら
の
入
会

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
み
は
、
6
0
歳
ま
で
の
か
た
（
定

員
5
0
名
）
で
、
1
月
2
6
日
か
ら
衛
生
係

で
受
付
け
ま
す
。
な
お
、
受
付
の
際
は

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
本

人
が
申
込
み
を
。

麻
疹
（
は
し
か
）

の
予
防
接
種

▼
対
象
　
生
後
1
2
か
月
～
7
2
か
月
（
な

る
べ
く
1
8
か
月
～
3
6
か
月
の
間
に
）

▼
接
種
期
間
　
原
則
と
し
て
は
年
間
を

通
じ
て
接
種
で
き
ま
す
が
、
重
点
期

間
は
1
月
下
旬
～
3
月
上
旬

▼
料
金
一
人
～
二
千
円
（
町
で
二
千

円
補
助
し
て
い
ま
す
）

▼
問
診
棄
交
付
　
母
子
手
帳
、
印
鑑
を

持
参
の
上
、
役
場
衛
生
係
ま
で

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
1
2
月
2
5
日

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

老
人
検
診

▼

日

時

　

2

月

1

5

日

・

2

8

日

1

0

時

～

1

1

時

▼
場
所
　
机
山
荘
（
老
人
い
こ
い
の
家

）

▼
対
象
　
6
5
歳
以
上

2
月
の
仙
配
ご
驚
談

▼
日
時
　
2
月
8
日
・
1
8
日
・
2
8
日

1
3
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

▼
主
催
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く
守
ら

れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に

県
交
通
事
故
相
談

▼
日
時
　
2
月
5
日
　
1
0
時
～
1
6
時

▼
場
所
　
中
闇
市
市
民
談
話
室

宅
地
建
物
坂
引
相
談

宅
地
建
物
に
関
す
る
紛
争
、
苦
情
に

つ
い
て
、
県
と
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

の
共
催
で
次
の
と
お
り
無
料
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
月
日
・
場
所

。
2
月
2
1
日
・
2
2
日
～
小
倉
井
筒
屋

。
2
月
2
6
日
　
　
　
～
八
幡
井
筒
屋

粗
大
ゴ
ミ
は事

前
に
連
絡
を

粗
大
ゴ
ミ
を
出
す
時
は
、
役
場
衛
生

係
に
連
絡
が
な
い
と
、
ど
こ
に
置
い
て

あ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

必
ず
収
集
日
の
二
日
前
ま
で
に
申
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
粗
大
ゴ
ミ
の
種
類

家
庭
電
気
製
品
－
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ

洗
た
く
機
な
ど
、
家
具
類
、
自
転
草

堂
、
廃
材
、
一
斗
樽
、
一
升
ビ
ン
等

▼
収
集
日
（
毎
月
一
回
）

・
第
1
土
曜
日
　
吉
田
一
二
一
・
三
、

吉
田
団
地
、
美
吉
野
、
鯉
口
田
地
、

緑
風
園

2月のし尿汲取予定日

1日　頃末、猪熊

2日　頃末、唐熊県住、鯉口、猪熊

4日　唐熊県住、鯉口、御輪地、猪熊

5日　頃末（15、25区）、鯉口、御輪地、垣

添、猪熊（入柳）、新生街（山ノロ団地）

6日　車返し、緑風閲、中央区、猪熊

7日　頃末（5、12、13、18区）、松栄荘団

地、中央区、緑風園、川端通り、県道

8日　頃末（5、12、13区）、松栄荘団地、

美吉野団地、川端通り、県道筋、立屋

敷伊左座

9日　美吉野団地、片山、宮尾、ヌメリ石、

本村、下二、古賀、新生街

12日　古賀、机、美吉野団地、大橋、商店街

月夜待、車返し、二

13日　頃末（6、11、14区）、高松区、古賀

区、二町住、下二町住、宮尾、御輪地

14日　頃末（6、11、14区）、吉田団地、机

社宅、宮ノ下社宅

15日　吉田団地、樋口（卯月）

16日　吉田団地、申樋口、猪熊

18日　二、下二

19日　本村、伊左座

20日　みずほ団地、猪熊町住

21日　みずほ団地、幼稚園通り、古賀県住

22日＿猪熊、幼稚園通り、古賀区（梅ノ木団

地側）

26白　梅ノ木区

27日　梅ノ木区

・
第
2
水
曜
日
　
猪
熊
（
入
柳
地
区
除

く
）
、
猪
熊
町
住

・
第
3
土
曜
日
　
右
記
以
外
の
地
域

門
司
海
員
学
校

新
年
度
か
ら
募
集
取
止
め

門
司
海
員
学
校
が
昭
和
5
6
年
度
か
ら

海
上
保
安
庁
の
教
育
機
関
に
当
て
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
来
年
度
か
ら
生
徒
募

集
は
取
止
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
門
司
海
員
学
校
の

入
学
原
書
で
次
の
三
校
と
も
受
付
け
ま

す
。

。
唐
津
海
員
学
校
～
佐
賀
県
唐
津
市

。
口
之
津
海
員
学
校
～
長
崎
県
高
釆
郡

。
清
水
海
員
学
校
～
静
岡
県
清
水
市

無
縁
墳
墓
の
改
葬

関
係
者
の
か
た
は
連
絡
を

▼
墓
地
の
所
在
地

熊
本
県
阿
蘇
郡
久
木
野
村
大
字
河
陰

3
8
5
3
番
地
城
渡
・
共
同
墓
地

▼
連
絡
先

久
木
野
村
役
場
　
衛
生
係
（
密
0
9

6

7

6

個

2

1

1

1

〕

▼
届
出
期
限
　
2
月
1
5
日
ま
で

〔
水
巻
町
職
員
異
動
〕

。
退
職
　
黒
木
茂
三
（
社
会
課
）

月
1
4
日
付

（20且）4321番電言語あ　な　た　の役場です

□
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊

水
巻
町
企
画
財
政
課
（
電
　
2
0

□
印
　
刷

冷

牟

閏

印

刷

合

資

会

社


